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   Ｂ３２Ｂ  27/12    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月8日(2013.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２枚以上の繊維の布層と、前記布層の少なくとも幾枚かの間に配置されたポリマー層と
を含み、５００ｐｓｉおよび１６０℃で２０分間プレス加工後の前記布層と隣接したポリ
マー層との間の２０℃で測定される剥離強さが１ｋｇ／ｃｍ未満であり、かつポリマー樹
脂プラス布に対する前記樹脂の質量％が８％～１５％の間であり、かつ前記ポリマー層が
、熱可塑性材料、熱可塑性材料のブレンド、熱硬化性材料、熱硬化性材料のブレンド、お
よびこれらの混合物からなる群から選択される材料を含み、その場合に前記ポリマー層が
熱可塑性材料および熱硬化性材料を含有しない、耐衝撃性複合品。
【請求項２】
　請求項１に記載の前記複合品を含むパネル。
【請求項３】
　請求項１に記載の前記複合品を含むヘルメット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
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【表２】

　次に、本発明の態様を示す。
１．　２枚以上の繊維の布層と、前記布層の少なくとも幾枚かの間に配置されたポリマー
層とを含み、５００ｐｓｉおよび１６０℃で２０分間プレス加工後の前記布層と隣接した
ポリマー層との間の２０℃で測定される剥離強さが１ｋｇ／ｃｍ未満であり、かつポリマ
ー樹脂プラス布に対する前記樹脂の質量％が８％～１５％の間であり、かつ前記ポリマー
層が、熱可塑性材料、熱可塑性材料のブレンド、熱硬化性材料、熱硬化性材料のブレンド
、およびこれらの混合物からなる群から選択される材料を含み、その場合に前記ポリマー
層が熱可塑性材料および熱硬化性材料を含有しない、耐衝撃性複合品。
２．　ポリマー樹脂プラス布に対する樹脂の前記質量％が、１０％～１３％の間である、
上記１に記載の複合品。
３．　前記布層が、少なくとも部分的に製織されている、上記１に記載の複合品。
４．　前記布層が、アラミド、ＵＨＭＷＰＥ、ＵＨＭＷＰＰ、ポリビニルアルコール、ポ
リアゾール、およびこれらの組合せまたはブレンドからなる群から選択されるポリマーを
含む、上記１に記載の複合品。
５．　前記布が、ポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）を含む、上記３に記載の複合
品。
６．　前記布層の少なくとも２枚の間に配置された酸エチレンコポリマーを含む、上記１
に記載の複合品。
７．　前記エチレンコポリマーが、ナトリウム、カリウム、リチウム、銀、水銀、銅（Ｉ
）、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、バリウム、銅（ＩＩ）、
カドミウム、水銀、スズ、鉛、鉄、コバルト、ニッケル、亜鉛、アルミニウム、スカンジ
ウム、鉄、イットリウム、チタン、ジルコニウム、ハフニウム、バナジウム、タンタル、
タングステン、クロム、セリウム、鉄、およびこれらの組合せからなる群から選択される
イオンで中和される、上記６に記載の複合品。
８．　前記布が撥水塗工される、上記１に記載の複合品。
９．　前記布が、フッ素系材料で少なくとも部分的に仕上げ処理される、上記１に記載の
複合品。
１０．　前記フッ素系材料が、フッ素化アクリレートコポリマーおよびフッ素化メタクリ
レートコポリマーからなる群から選択される、上記９に記載の複合品。
１１．　前記ポリマー層が、界面活性剤、可塑剤、およびこれらの混合物または組合せか
らなる群から選択される材料をさらに含む、上記１に記載の複合品。
１２．　前記界面活性剤が１－デカノールである、上記１１に記載の複合品。
１３．　上記１に記載の前記複合品を含むパネル。
１４．　上記１に記載の前記複合品を含むヘルメット。
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